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 [授業の概要・目的]
エネルギーは人類の生存・発展に必要不可欠なものであり、現在の社会はエネルギーの大量消費に
依存している。人口の増加のみならず、その一人一人のGDPの増加も確実視されている中で、これ
までのようなエネルギー供給と消費形態を続けていくことは、可能な事であろうか。この問いに対
し、受講者が自身の考えを持てるような、自然科学的な基本知識を与えるとともに、これに関連し
て引き起こされる諸問題を、社会科学的な視点から示す。更にこれらの示された問題に対し、どの
ように対処していくべきかを受講者間で議論する事で理解を深める。
本授業の目的は、受講者が最終的に、エネルギーに関する諸問題に対して、正確な理解に基づく自
然科学的・社会科学的対処法を思考できるようにすることにある。

 [到達目標]
エネルギーに関する基本知識と我が国及び世界の現状を理解すると共に、独力で最新データの入手
が可能な能力を身に付ける。また、再生可能エネルギーと原子力エネルギーに関する基本的な知識
と問題点を独自の観点で考える能力を身に付ける。

 [授業計画と内容]
テーマ１：エネルギーの供給と消費（第1-5回）
概要：高等学校で物理を履修していない受講者にも理解できるように、これまで人類が利用してき
たエネルギー源（エネルギー供給）や、エネルギーの利用（エネルギー消費）について、説明を行
う（第1-2回）。また、我が国及び世界のエネルギー供給・消費の現状について説明を行う。更に
エネルギー供給・消費に伴う、地球温暖化といった環境問題についての説明を行う（第3回）。こ
れらの基礎知識を基に、授業中に示された問題についてグループディスカッション（第4回）を行
い、その結果を発表する（第5回）。

テーマ２：再生可能エネルギーへの期待（第6-10回）
概要：テーマ１を起点に、エネルギー供給に関して現在取り組まれている各種の技術的取り組みに
関し、特に再生可能エネルギーについて基本的な仕組み、可能性と問題点を自然科学的な立場で説
明を行う（第6-7回）。一方、再生可能エネルギーの導入について、社会的視点から問題提起を行
う（第8回）。これらの基礎知識を基に、授業中に示された問題についてグループディスカッショ
ン（第9回）を行い、その結果を発表する（第10回）。

テーマ３：原子力エネルギーを考えよう（第11-14回）
概要：テーマ２で考えた再生可能エネルギーに対し、我が国では原子力に依存する政策を取ってき
ている。この原子力エネルギーについて基本的な仕組みと問題点を自然科学的な立場から説明を行
う（第11回）。一方、原子力エネルギーに関連する社会的問題について問題提起を行う（第12回）。
これらの基礎知識を基に、授業中に示された問題についてグループディスカッション（第13回）を
行い、その結果を発表する（第14回）。
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 [履修要件]
特になし

 [成績評価の方法・観点]
平常点評価（出席状況、小レポート、授業内での発表）。

 [教科書]
講義資料をKULASISにアップロードしますので、各自でDLして講義に備える事。KULASISが使用
できない場合には印刷物を配布します。

 [授業外学修（予習・復習）等]
講義資料をKULASISにアップロードしますので、各自で事前にDLして予習をしておく事。

 [その他（オフィスアワー等）]
本科目では数名のグループを形成し、グループ学習及び発表を行います。

 [主要授業科目（学部・学科名）]


